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株式会社国際協力銀行(JBIC)は、日本政府100%出資の政策金
融機関です。我が国及び国際経済社会の健全な発展に寄与する
ことを使命として、輸出金融、輸入金融、投資金融、事業開発等金
融、保証、ブリッジローン、出資、調査などの業務を行っています。

JBICの主要業務

資源
海外における資源開発、
取得の促進

環境
地球環境保全を目的とする
海外での事業の促進

海外ビジネス支援
日本の産業の国際競争力
の維持、向上

国際金融社会への貢献
国際金融秩序の混乱の防止
またはその被害への対処

JBICの知的貢献

ナレッジ提供
国際金融の知見、ノウハウ、
現地事情の情報提供

詳しい内容はJBIC WEBサイトを
ご覧ください。
www.jbic.go.jp/ja/special

非在来型エネルギー資源
関連事業への参画支援

カナダのCBMプロジェ
クト（上）とシェールガス
プロジェクト（下）の開発
鉱区

　株式会社国際協力銀行（JBIC）は、8月、
豊田通商（株）との間で、同社のカナダ現地
法人を通じ同国最大手の天然ガス事業会社
より、同国アルバータ州に所在する炭層
メタンガス（Coal-Bed Methane：CBM）
鉱区権益の一部を取得し、CBMを開発する
ための貸付契約（融資金額159.6百万米
ドル限度：JBIC分）に調印しました。

　また、同月、国際石油開発帝石（株）（INPEX）
と日揮（株）は、２社の合弁によるカナダ法人を
通じ、カナダ法人NEXEN Inc.が保有する同国
ブリティッシュコロンビア州のシェールガス
鉱区の権益の一部を取得しました。本案件に
関し、JBICはINPEXとの間で、シェールガス
を開発・生産するための貸付契約（融資金額
180百万米ドル限度：JBIC分）を調印しました。

先進国向けパッケージ型インフラ
海外展開支援

日立製車両（イメージ）

　JBICは、7月、（株）日立製作所（日立）が
出資する英国法人Agility Trains West 
Limited（ATWL）との間で、英国都市間高
速鉄道計画を対象に、融資金額約10億ポン
ド（JBIC分）を限度とするプロジェクトファ
イナンスによる貸付契約を締結しました。
　本プロジェクトは、ATWLが、日立製車両
の調達及び当該車両保守のため車両基地の

整備を行い、英国都市間高速鉄道計画の鉄
道運行事業者に対し、約30年間にわたり当該
車両のリース及び保守サービスを提供するも
のです。車両や部品の供給にとどまらず、日立
が事業者として出資参画し、長期にわたり車両
リース及び保守サービスを提供するもので、
日本政府が進める新成長戦略やパッケージ型
インフラ海外展開にも合致する案件です。

日本企業による
アフリカ・ビジネスを支援

　アンゴラでは現在、2002年まで27年間
続いた内戦からの復興が進められており、
製品の大半を輸入に頼る繊維産業の復興
は、アンゴラ政府の重要政策の一つに位置
付けられています。こうした中、JBICは8月、
アンゴラ政府との間で、融資金額185億円
相当及び181億円相当（いずれもJBIC分）
を限度とするバイヤーズ・クレジット（輸出

金融）の貸付契約を2件締結しました。
　本件は、アンゴラの地質鉱物工業省が実
施する、国営紡織工場再建プロジェクトに
必要な紡織設備（（株）豊田自動織機及び村
田機械（株）製等）を丸紅（株）より購入する
ための資金となります。
　2008年の第4回アフリカ開発会議

（TICAD Ⅳ）において、日本政府はアフリカ

向けに5年間で総額25億米ドルのJBICに
よる金融支援を発表しました。本件は日本
企業の輸出支援を通じてこの枠組みにも
寄与するものであり、本融資によりこの発
表額に到達することになりました。

紡織工場完成予想図


